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勺
ム
ン
是
了
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？
苓
仏
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甚
Ｙ
ゑ
く
芝
扉
Ｉ
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》
し
み
↑
茎
蕊
蕊
蓬
謹
蕊
津
義

罰
贈
須
蓄
猜
恥

鈎

抓

り

②

伽

６

歩

礁

朧

〃

て

弍

藥

零

茎

実
玖
望
も
儲
と
壱
殖

灸

呈

老

手

人

匂

い

ソ

熟

す

椿

統

一
曇
と
葎
譲
埠
誉
〈
諺
企
て
牛
Ｗ
巳
↓
詐

褥

龍

牟

冨

ゞ
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０
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０
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０
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１

０

１

１

蛤

Ｉ

『

１
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訟

１

１
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刈

晋

、

■

■

日

■

Ｐ

睡

馴

伝

1
■

ﾛ

喜鳶、オ
ヘl a
ｰ

一､旬

〆ｳゴ

~髻

罫

、

為
■■

４

６

１

皇

Ｉ

凸

竜

語
に
て
、
再
吟
せ
ら
枚
侍
る
・
定
家
②
卿
歌
に
、

》
為
頗
鍔
味
柵
嫁
認
鑪
岫
嶬
岬
札
峨
挙
鍋
罐
細
哨
郡
師
柞
評
峨
牛
Ⅷ
岫
州
に
け
る
か
な

十

三

竜
・

一
●
郡
。
。

◆
■
や
■

●
●
。

矢

・

部

兵

右

衛

門

政

夷

~
．
》
・
矢
部
兵
右
衛
門
政
夷
ハ
、
少
し
く
、
又
才
も
有
て
手
跡
も
迭
岩
な
り
し
。
此
人
の
筆
記

せ
し
も
の
、
今
の
世
に
多
ク
残
救
り
。
今
此
記
に
も
政
夷
（
マ
ザ
ッ
＊
）
筆
跡
を
庭

と
し
て
書
け
る
所
多
し
。
天
和
弐
年
迄
在
勤
の
事
ハ
見
へ
侍
我
と
、

勤
役
の
始
り
は
知
れ
侍
ら
す
。
此
代
の
事
な
り
し
や
、
延
宝
二
年
亨
方

正
月
下
旬
、
矢
部
佛
原
村
に
悪
鴬
一
揺
せ
し
事
あ
り
。
其
事
を
尋
ル

に
、
佛
原
村
地
侍
に
、
結
域
半
太
夫
・
十
太
夫
と
云
者
有
り
け
り
。
彼
者
~

兄
弟
五
人
あ
り
、
圧
兵
衛
・
半
太
夫
・
七
左
衛
門
・
十
大
夫
・
さ
ご
女
等
な
り
．

し
か
る
に
正
月
下
旬
、
兄
庄
兵
衛
宅
に
菅
尾
手
永
方
ヶ
野
村
宗
善
。

作
右
衛
門
・
茂
兵
衛
・
次
郎
右
衛
門
・
太
郎
右
衛
門
な
と
云
者
を
は
し
め
、
其
外

近
在
の
百
姓
共
数
十
人
参
会
し
て
、
何
事
を
か
相
談
し
け
ん
。

‐

十

四

の
巻
物
を
、
我
所
持
い
た
す
か
ら
ハ
、
神
力
神
通
、
心
の
侭
、
追
々
天
下
の

・
三
と
な
ら
ハ
各
、
万
も
大
名
に
な
す
へ
し
。
と
、
莞
示
々
々
笑
ひ
て
云
上
け
菰
ハ
、

各
い
か
く
勇
を
鞍
し
。
先
、
前
兆
を
祝
ふ
へ
し
と
、
夫
よ
り
酒
盃
を

め
く
ら
し
て
酒
酷
に
及
ひ
け
る
時
、
十
太
夫
申
け
る
ハ
、
我
此
処
に
居

て
ハ
本
望
を
遂
か
た
し
。
~
一
先
此
』
庭
を
立
退
、
い
か
な
る
山
里
に
も
暫
く

引
篭
り
一
味
之
人
数
を
駐
催
し
．
其
上
に
て
策
を
廻
ら
す
べ
し
・
先
、

夫
迄
ハ
必
隠
密
々
々
と
。
夫
よ
り
ハ
さ
ま
さ
ま
世
上
の
物
語
に
引
か
へ
て
、

謡
ひ
戯
れ
お
、
め
き
け
る
を
、
村
之
岩
此
処
を
通
り
か
、
り
し
に
、
け
し
か
ら
・
ぬ

賑
成
様
子
ゅ
へ
立
留
り
て
有
け
る
か
、
先
程
よ
り
の
物
語
を
得
と

開
す
ま
し
、
村
・
圧
屋
源
左
衛
門
に
、
か
く
と
語
り
け
次
ハ
、
源
左
衛
門
大
に
驚
き
、

兼
一
『
彼
者
か
鉢
た
ら
く
不
審
（
イ
ブ
ヵ
シ
ク
）
思
ひ
し
に
、
此
比
ハ
夜
に
入
れ
ハ
、
人
多
く

川

Ⅱ

ｌ

ｌ

ｌ

Ｉ

ｒ

：

１

１

１

Ⅱ

川

１

川

”

Ⅲ

洲

川

１

‐

州

型

１

１

１

‐

‐

Ｉ

Ｉ

Ｉ

１

Ｉ

Ｉ

‐

，

．

‐

１

１

一

笑
ひ
同
士
喚
（
〆
斗
）
ゐ
た
り
け
る
に
、
弟
半
大
夫
奥
よ
り
立
出
申
け
る
は
、

籾
、
某
ハ
此
比
所
存
有
て
、
高
知
穂
｛
箪
埜
二
一
田
井
村
十
社
宮
に
密
に

参
詣
せ
し
に
、
彼
宮
の
宝
物
に
源
九
郎
義
経
の
鬼
一
法
眼
よ
り

偉
へ
ら
救
侯
三
喀
之
兵
書
①
衿
日
月
之
巻
物
有
け
る
を
、
霜
に
盗

取
て
帰
た
り
。
此
宝
物
我
手
に
入
か
ら
ハ
、
天
下
を
覆
さ
ん
事
、
安

か
る
へ
し
・
先
、
各
人
も
量
を
拝
せ
申
く
し
と
て
、
金
欄
や
う
の
も
の
に

包
た
る
一
巻
を
箱
の
内
よ
り
票
出
し
．
弥
々
敷
上
座
の
柱
に
掛
て

見
せ
け
れ
は
、
何
れ
も
ア
シ
と
頭
を
垂
て
伏
拝
ミ
け
れ
ハ
、
不
思
議

や
、
俄
に
家
掲
（
寺
ナ
リ
）
震
動
し
て
、
サ
ワ
サ
ワ
風
な
と
吹
出
け
次
ハ
、
と
う
や
ら

各
応
気
床
わ
る
く
、
定
て
是
ハ
、
グ
ヒ
ッ
の
者
か
ほ
し
か
る
と
覚
た
り
と
て
、

半
太
夫
押
巻
て
箱
に
釣
て
云
と
け
る
ハ
、
如
何
に
労
か
、
る
不
思
議

原
の
苔
の
下
に
、
い
く
ら
か
理
れ
有
ら
ん
や
。
白
居
易
②
ヵ
語
《
｜
、
古
墳

何
世
人
ソ
不
し
識
二
姓
＃
興
し
名
一
化
鐵
作
ル
ー
道
／
傍
土
一
年
々
春
／
草
生
と
、

其
名
も
し
ら
ぬ
墓
な
と
の
累
々
た
る
前
を
よ
き
り
て
ハ
、
感
情
深
今

流老新暫経
士の時 曇 る

と
も
、
つ
い
に
其
誇
り
有
ぬ
く
し
．
鉄
山
禅
師
①
詩
二
、
希
々
流
年
、

不
し
留
、
誰
ヵ
能
ク
世
上
保
二
二
長
生
一
美
人
未
夕
。
｜
必
免
二
衰
老
一
容
色

須
ク
レ
有
し
情
、
識
哉
。
年
月
ハ
逝
水
よ
り
も
遠
に
し
て
、
我
身
に

至
事
や
す
し
。
古
墳
多
ハ
是
少
年
人
な
り
し
と
い
へ
り
。
博
雅
風

も
、
念
顔
翠
黛
の
粧
を
農
り
て
、
世
に
ほ
こ
り
し
人
々
も
、
此
郊

~
~０１ⅡＤｂｅ１りロ－７９．１口０８ⅡⅡ
Ⅱ
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０
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０
０
日
１
■
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日
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１
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１
日
■
■
Ⅱ
、
Ⅱ
０
■
＆
■１

１
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１

Ｉ
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撲
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班
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幸

↑

ご

彦

乙

了
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う

し

＃

劣

麦

爪

茸

．

、
●~

需

碍

・

て

‐

云

鬘一
挺
、
一
名
了
り
う

０
１
●
且
■

輸
十
霧
、
男
驚
か
巡
葬
退
潅
雌
為
壇
噌
；

今
弓
戸
β
０
１
〃
＆

ご

詞

や

亀

二

０

－

』

閥

で

島

０

づ

ぐ

尾

一

ｐ

１

ｒ

A

鼻
＃
偽
ぶ
ゆ
少
診
吻
揃
″
〃
急
場
虜
観
撚
戸
伊
機
脚
劣
代
参
ｉ
》

①

Ｎ
ｉ
０■

日
Ⅱ
１
１
Ｆ
■
１
１
９
■
０
■
日
日
９
９
●
■
■
凸
９
０
９
０

▲
■
＆
■
●
■
、
■
■
■
一
ら
ｑ
０
ｒ
Ｉ
■
Ⅱ
Ｂ
ｐ
ｂ
・
二
■
■
●
■
１
■
■
■
■

１

I

’

’
1

皇
轟
命
参
〆
』

r

一
々
掃
捕
、
万
可
然
と
、
又
右
衛
門
。
甚
五
兵
衛
な
と
申
け
遣
菰
は
、
甲
受
惣
兵
衛
か

ぶ
り
を
振
て
、
イ
ャ
ィ
ャ
夫
は
若
気
の
了
簡
、
彼
等
兄
弟
ハ
究
党
の
曲
（
ク
セ
）
考
也
・

珠
に
十
太
夫
な
と
ハ
大
力
之
若
岩
に
て
、
中
々
此
方
な
と
か
手
に
及
ふ

者
に
あ
ら
す
。
ま
し
て
大
勢
集
，
居
る
事
な
れ
ハ
、
恋
〈
臆
じ
〉
成
事
仕
出
し
て
、

却
て
承
赴
し
て
ハ
、
此
老
人
の
甲
菱
か
、
１
不
申
、
拙
看
存
る
ハ
近
所
の

猟
師
に
申
付
、
初
火
蝿
に
火
を
付
て
前
後
の
山
々
に
隠
居
て
、

木
間
々
々
の
暗
か
り
よ
り
、
火
を
ふ
り
、
１
ふ
り
・
ュ
致
し
て
見
せ
な
ハ
、
彼
者
と
も

夜
前
の
物
語
を
開
付
て
、
我
々
を
承
赴
さ
し
と
大
勢
車
蓉
た
り
と
心
得
、

欠
落
ハ
い
た
す
ま
し
．
と
云
け
次
ハ
、
各
此
儀
尤
可
然
と
て
、
其
手
配
を
そ
い
た
し

け
る
・
共
上
忍
ひ
の
者
を
入
救
て
様
子
を
窺
け
れ
と
も
、
欠
（
カ
ヶ
）
落
す
る
躰
ハ

見
へ
さ
り
け
り
．
斯
一
司
源
左
衛
門
ハ
会
所
に
罷
出
、
事
之
次
第
を
委
敷

勺
日
り
■
１
６
８
０
“
■

庄
屋
留
守
に
取
赴
し
て
ハ
我
々
申
訳
な
し
。
一
向
今
夜
彼
宅
に
参
り

十

五

伜 集
‘
・
離
薙
一
蝿
蕊
し
き
事
に
て
も
催
に
や
と
、
内
々
承
沙
汰
し
け
る
を
閑
、

様
に
も
有
た
る
か
、
籾
ハ
左
様
の
儀
に
て
も
な
く
、
一
祭
か
ま
し
き
企
を
す
る

と
は
、
乱
心
に
て
も
致
し
た
る
な
る
へ
し
．
し
か
し
、
ヶ
様
の
事
承
り
て
ハ
其
侭

に
差
遼
難
し
、
事
延
引
し
て
ハ
悪
か
り
な
ん
。
某
ハ
ー
先
、
此
事
を
御

惣
庄
屋
に
訟
に
罷
出
く
し
・
若
、
比
岩
共
取
赴
し
て
ハ
大
初
の
事
な
り

と
て
、
上
大
川
村
地
侍
甲
斐
惣
兵
術
、
牛
ヶ
瀬
村
庄
屋
甚
五
兵
衛
ハ
、
庄

屋
源
左
衛
門
親
類
な
れ
は
、
早
速
呼
に
遣
し
、
右
之
次
第
を
語
り
、
各
随
分

心
を
附
ヶ
某
会
所
に
出
た
る
留
守
の
内
、
取
赴
さ
ぬ
様
に
〒
一
夫
い
た
さ
る

べ
し
。
と
云
捨
て
、
源
左
衛
門
ハ
蔓
含
室
ヲ
息
を
‘
勿
て
、
溺
町
へ
そ
怠
今
．
け
る
。
跡

ハ
ー
先
、
此
事
を
御

て
ハ
大
初
の
事
な
り

庄
屋
甚
五
兵
衛
ハ
、
・
圧

之
次
第
を
語
り
、
各
随
分

ぬ
様
に
エ
夫
い
た
さ
る

初
て
、
溺
町
へ
そ
怠
今
．
け
↓

1
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｛
旨
上
し
け
れ
ハ
、
矢
部
兵
右
衛
門
暫
く
然
然
と
し
て
居
ら
れ
け
る
か
、
走
ハ
そ
も

奇
怪
の
珠
事
也
。
去
彪
寛
永
・
垂
塙
原
一
祭
の
一
丹
来
す
る
も
の
か
、
い
農
だ

事
の
機
成
内
、
制
せ
す
ん
ハ
有
へ
か
ら
す
。
此
事
御
郡
奉
行
へ
相
違
せ
ん
も
、

十
国
一
の
行
程
（
カ
ク
チ
ィ
）
な
れ
は
事
遅
々
に
及
へ
し
。
其
内
玖
赴
し
て
ハ
極
々

大
初
・
冬
事
な
菰
ハ
、
尤
以
事
急
な
り
．
某
直
に
罷
越
、
早
速
生
楠

て
御
役
所
に
差
出
す
へ
し
．
さ
ら
ハ
承
手
早
業
心
得
し
寿
共
を
、

召
寄
ょ
と
有
け
れ
ハ
、
濱
吋
よ
り
加
助
・
庄
八
・
又
助
・
長
兵
術
・
清
・
宕
衛
門
・

妄
兵
衛
・
八
助
、
一
ｒ
馬
尾
封
，
加
左
衛
門
、
長
野
村
武
右
術
門
、
日
吉
村
蕊
八
な
ど

い
ふ
若
岩
ハ
、
神
陰
流
乃
片
端
を
も
心
得
た
り
と
て
、
棒
／
手
早
業
、
兼
て

自
満
逗
の
寿
共
成
り
け
れ
ハ
、
か
、
る
時
節
に
手
柄
し
て
、
其
老
を
高
く

釣
ら
せ
ん
と
、
男
↓
進
ン
て
出
に
け
る
。
其
外
村
庄
屋
手
代
小
頭
、
会
所

（
上
棚
に
）
藤
婆
鳶
夕
、
で
告
箕
マ
菫
晃
充
芙
、
篭
甫
弓
竺
壽
駕
壼
皇
、
童
雲
り
亡
〈
鴛
号

十

六

雷

伝

シ

ト

一

壱

つ

．

塞

手

鐘

一

一

一

代

垂

毛

テ

リ

シ

．

詰
之
差
考
共
を
始
め
、
力
量
あ
る
濱
吋
の
若
考
ユ
ー
ハ
、
我
も
我
も
と
出
・
一
”
一

け
る
．
弓
矢
・
鉄
地
・
鐘
曇
刀
、
イ
ガ
棒
・
サ
ス
俣
・
ク
サ
リ
嫌
。
竹
鍾
・

て
ん
棒
・
棒
木
太
刀
・
早
蝿
等
を
承
持
・
せ
、
矢
部
兵
・
宕
衛
門
ハ
大
勢
を

引
具
し
て
、
源
左
衛
門
を
先
に
・
一
”
一
今
．
儂
原
村
へ
そ
息
か
次
け
る
。
銭
奇
代
の

珍
事
哉
と
、
吋
在
よ
り
凡
物
に
出
け
る
者
、
夏
に
道
も
さ
り
あ
へ
す
、

め
さ
堂
し
か
り
け
る
事
共
な
り
。
籾
、
矢
部
兵
右
衛
門
ハ
源
左
衛
門
か
宅
③
》
襄
一
り
、

彼
考
共
一
人
も
車
赴
し
て
ハ
成
間
敷
問
、
何
と
な
く
半
大
夫
・
十
太
夫
を

庄
屋
宅
に
召
寄
て
生
捕
ぺ
し
、
大
勢
の
様
一
一
Ｊ
凡
玖
菰
て
ハ
、
あ
し
か
り

な
ん
。
此
屋
敷
の
物
陰
々
に
隠
れ
居
て
、
差
、
赴
行
事
も
有
な
ら
ば
、

享
巻
て
打
玖
七
生
一
捕
く
し
．
必
殺
ズ
事
な
か
れ
、
又
、
鉄
焔
に
砂
宝
一
を

つ

め

置

、

彼

考

座

敷

へ

出

る

庭

を

拝

へ

ん

と

す

る

に

、

↓

子

向

ひ

せ

ば

ど

Ｉ

Ｉ

ｌ

ｌ

ｌ

Ｉ

近
隣
の
若
考
共
集
，
居
て
、

‐
’
１
１
川
い
い
Ⅷ
‐
刑
一
四
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
コ
一
一
一
｝
一
一
室
一
一
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Ｗ
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催
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算
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擢

鼎
心
雅
唯
ｈ
磯
イ
脚
脚
Ｍ
Ｔ
１
Ｕ
〃
〃
弧
え
唇
Ｙ
べ
ど
抄
同
士
命
②
う
月
易
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痴
窪
〃
八
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ｰ 旬
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■
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呼
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呪

●

つ

。

Ⅷ

咀

皿

叩

蝿

幻

肥

叩

■

Ｆ

■
ｅ
、
血
●
守
り
の
●
の
●
■
Ⅱ
Ｕ
ｄ
ｐ
ｌ
‐
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ

ｌ

１

岸

日

刷

ｎ

団

』

■

■

１
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●
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含
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UI

QI

pI

巾

》
闇
雲
語
勢
》
一
一
彼
兄
弟
ハ
曲
岩
な
友
ハ
油
断
し
て
不
覚
を
承
へ
か
ら
す
。
座
敷
に
通
り

砂

鉄

焔

を

打

懸

ヶ

眼

一

を

く

ら

ま

し

打

臥

ぺ

し

と

策

を

廻

ら

し

置

、

源

左

衛

門

を

使

と

し

て

結

我

か

宅

に

つ

か

・

ハ

し

、

其

跡

に

て

取

手

の

者

共

を

呼

て

、

４
型
雰
匂
Ｉ
ｊ
プ
』
~
一
て
襖
を
せ
く
処
を
、
左
右
よ
り
四
五
人
心
得
し
者
を
り
香
一
り
て
‐

《

ツ
領
剰
命
’
て
率
生
捕
へ
し
。
縦
令
打
臥
と
も
窮
念
か
）
所
を
必
打
へ
か
ら
す
。
此
看
共
殺
し
て
ハ

↓
し
生
参
加
》
よ
~
返
々
も
大
勿
成
事
な
菰
ハ
、
い
つ
次
も
此
庭
を
能
心
得
よ
と
、
勇
錨
に

ソ
産
承
継
＃
鋒
戸
下
知
を
そ
仕
置
救
け
る
・
籾
、
源
左
衛
門
ハ
錯
凝
か
家
に
至
り
、
矢
部
兵
右
衛
門

~

主

夫

~

”

、

、

●

。

◆

・

蕊
患
灘
息
ひ
け
れ
〈
、
半
太
夫
壹
顔
」
て
何
、
篝
喜
闇
茎
享
暴
に
周
事

十

七

孫
芳
捲
~
~
~
有
苧
呼
に
つ
か
〈
し
た
り
と
〈
、
奇
怪
也
．
天
下
を
薑
一
、
某
兄
弟
、
惣
~
圧
屋

流
起
李
復
勿
Ｉ
~
・
風
情
か
呼
に
や
り
た
り
建
参
侯
ん
や
。
此
、
方
に
用
か
有
ら
ハ
兵
右
衛
門
に

琴
ム
山
で
馨
歩
参
れ
と
い
へ
・
籾
々
慮
外
千
万
と
、
眼
を
ぃ
ら
、
け
一
雷
声
の
一
言
に
、

？
』
毫
扇
吋
阜
』
源
左
衛
門
も
詞
救
呆
、
と
か
ふ
の
い
ら
へ
も
あ
ら
ハ
こ
そ
、
尻
赴
し
て
立
帰
り
、

兵
右
衛
門
に
か
く
と
申
上
け
れ
ハ
、
兵
右
衛
門
少
も
さ
ハ
か
す
、
よ
し
よ
し
謀
を
以
イ

呼
寄
く
し
と
、
甲
斐
惣
兵
衛
を
近
ク
呼
て
、
其
許
ハ
同
役
の
事
な
菰
は
、

乗
て
入
魂
定
竺
た
る
へ
し
・
貴
殿
参
り
て
偽
引
（
ダ
ヒ
全
．
》
出
し
連
て
参
ら
る
へ
し
と
、

有
け
叙
ハ
、
知
慮
あ
る
惣
兵
街
に
て
暫
ク
エ
夫
し
て
、
成
謹
承
知
い
た
し
侯
・
．

~
と
て
、
直
に
座
を
立
て
結
域
か
宅
に
至
り
一
通
り
の
挨
拶
常

躰
に
し
て
、
籾
矢
部
兵
右
衛
門
、
源
左
衛
門
方
へ
相
見
浬
侯
故
、
拙
者
も
見
廻
に

行
侯
処
、
兵
右
衛
門
共
許
方
へ
用
事
有
て
源
左
衛
門
を
使
に
て
呼
に

ｊＩ

Ｉ

Ｉ

ｌ

１

１

１

１

．

其
許
か
兵
右
衛
門
か
呼
に
つ
か
－
ハ
し
た
る
に
参
ら
て
ハ
~
大
丈
夫
と
ハ
畳
れ
ま
し
。
兵
方
~

衛
門
、
役
人
の
事
な
れ
ハ
呼
に
っ
か
ハ
し
て
参
ら
ぬ
辻
、
自
分
よ
り
参
ら
る
へ
さ

や
う
も
な
し
。
其
機
に
て
ハ
御
頭
の
大
将
の
と
ハ
云
れ
ま
し
・
此
事
人
か

開
て
ハ
、
兄
弟
共
に
憶
病
音
と
手
を
打
て
笑
ふ
へ
し
・
拙
者
ハ
貴

殿
方
と
ハ
同
役
の
事
な
次
ハ
、
隔
心
な
く
存
ゅ
へ
如
此
申
な
り
。
且
ハ
仲
間

の
ひ
け
に
も
成
事
な
れ
ハ
、
是
非
共
今
度
ハ
参
ら
る
へ
し
。
此
老
人
か
、

悪
上
事
ハ
申
さ
ぬ
．
則
拙
者
同
道
い
た
す
へ
し
と
、
味
方
こ
か
し
に
す
か
さ

牧
て
、
元
来
血
気
短
才
の
~
兄
弟
な
叙
ハ
、
い
か
さ
ま
貴
殿
の
ぃ
は
る
、

通
り
、
天
下
を
望
む
某
か
惣
・
圧
屋
づ
菰
に
何
そ
恐
る
、
に
足
ん
。

鉢
に
依
て
ハ
矢
部
兵
右
衛
門
も
味
方
に
付
、
一
方
の
大
将
と
も
な
す
べ
し
と
、

十

八

化
戯
言
の
荒
言
し
て
、
然
ら
ハ
同
道
い
た
し
参
る
へ
し
と
、
兄
弟
打
連
れ

刀
引
提
、
立
出
け
る
。
籾
矢
部
兵
右
衛
門
ハ
甲
斐
か
帰
り
を
、
今
や
今
や
と
待
居

ら
れ
け
る
に
、
彼
兄
弟
を
甲
斐
惣
兵
衛
引
連
て
、
源
左
衛
門
宅
二
来
る
由
、

告
た
り
け
菰
ハ
、
各
す
ハ
や
と
見
る
所
に
、
惣
兵
衛
申
け
る
ハ
、
美
許
方
ハ

是
よ
り
直
に
座
敷
の
中
に
御
通
り
有
へ
し
。
兵
右
衛
門
も
待
兼
な
ら
ん
、
抽
者
ハ

後
刻
御
目
に
か
颪
ら
ん
と
、
勝
手
を
さ
し
て
入
け
叙
ハ
、
結
鐡
兄
弟
ハ
け
ふ
を

限
り
の
命
と
も
、
し
ら
が
の
甲
斐
に
引
別
れ
、
屠
所
の
歩
§
も
未
／
刻
（
苧
健
二
叶
》
券
の

日
影
も
傾
ク
運
命
、
何
心
な
く
静
々
と
表
に
通
り
て
奥
の
間
の

座
敷
に
入
ら
ん
と
す
る
処
を
、
鉄
炮
受
持
の
寿
共
か
、
兼
て
の
相
図
も

う
ろ
た
へ
て
、
次
ノ
間
に
て
、
は
や
鉄
焔
を
打
か
け
し
か
は
、
兄
弟
ス
ワ
知
た
り
と

刀
を
抜
て
切
（
令
シ
）
て
廻
救
は
、
次
に
わ
へ
~
し
軍
手
、
二
者
共
、
又
助
・
加
助
・
加
左
衛
門

‐

ｌ

川

田

Ⅱ

Ⅱ

Ｉ

Ｉ

ｊ

川

Ⅱ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

１

１

１

Ⅱ

Ⅱ

Ⅲ

叩

Ⅱ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
‐
ｌ
Ｉ
１
１
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
１
Ⅲ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅲ

■
■
Ｕ
８
Ｈ
Ｕ
■
Ⅱ
ｑ
可
１
日
Ⅱ
ｌ
日
日
も
呂
日
Ⅱ
日
日
ワ
■
ｐ
固
■
日
Ⅱ
ｒ
Ⅱ
■
Ｉ
Ⅱ
■
■
■
▽
凸
■

言９白日▽凸■■１９凸９１８１Ⅱ１０■１１Ⅱ６８■６９１１０凸ＵｄＱ１４■１６１△０日“８‐１１ＨＯ■■一■”８■■■ｒ■■■■■■■■■■■■■■■‐ＩｌｑＰ‐１１１１

｜

I

’
’
’

1
1 1

1’

｜ ｜
｜ ｜

I
LI

I

1
I

I
P

I

~
~６０■■
Ｕ
Ｉ
Ｉ
ｂ
ｌ
Ｉ
Ｈ
Ｉ
ｌ
Ｈ
Ｉ
』
Ⅱ
Ｉ
ｒ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｆ
Ｉ
Ｉ
Ｉ ｉ
一戸

ヅ



－
､旦

へ

Ｊ

）

シ

Ｌ

Ｐ
イ
ー
ハ

グ

ク

刃

《

褒

諸

い

１

４

１

派

ソ

”

＠

ハ

．

孔

”

刷

砂

毎

〃

し

学

ぶ

群

Ｍ

ｎ

学

《

訟

々

風

、

I|

参
ら
ｖ
し
血

■
Ｒ
か剣

●
●
０
９
■
６
．
１
１
６
１
■
Ｉ
１
ｑ

ｌ

１

１

１

１

１

I

I
D

b

）
砂

し

、

１

ゴ

ザ

Ｐ

ｉ

Ｍ

〕

頂

ロ

Ⅲ

岨

、

唾

州

刷

り

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

も

■

■

句

！

Ⅱ

Ｉ桜’
1

●
串

〃、 戸穿ｷム

半
大
夫
ハ
鉄
炮
に
窮
所
を
打
救
て
倒
伏
へ
其
僅
息
ハ
絶
に
け
り
。

十
太
夫
ハ
眼
前
に
兄
を
対
せ
て
、
我
存
命
て
何
か
せ
ん
と
、
茶
木

畑
に
駐
上
り
、
腹
十
文
字
に
掻
初
て
腹
腸
を
抓
（
ツ
ヵ
ッ
）
て
茶
ノ
木
の

上
に
投
懸
ヶ
、
片
貢
か
）
息
蛙
て
い
る
所
に
、
矢
部
兵
右
衛
門
駈
付
、
悪
鴬

の
張
本
十
太
夫
兄
弟
を
生
捕
す
し
て
、
死
し
た
り
残
念
々
々
と

一
云
れ
け
叙
ハ
・
十
太
夫
眼
を
凡
開
牟
兵
右
衛
門
を
ハ
タ
と
に
ら
ミ
、
今
、
我
汝
か

策
に
落
入
、
大
望
成
銚
せ
す
し
て
相
果
る
事
今
（
コ
ツ
）
生
後
事
遺

恨
な
叙
。
此
恨
ハ
汝
に
有
り
、
子
々
孫
々
迄
思
ひ
知
ら
せ
ん
と
、
怒
し
る

眼
血
は
し
り
て
兵
右
衛
門
を
に
ら
ミ
し
ハ
、
恐
し
か
り
し
次
第
也
。
兵
右
衛
門
曹
曹
と

打
笑
ひ
、
一
祭
の
張
本
を
の
れ
ら
を
生
捕
す
し
て
、
自
害
さ
せ
つ
る

事
、
我
生
涯
の
残
懐
也
。
汝
か
自
滅
ハ
天
付
に
て
自
乗
自

サ

果
と
思
知
り
遠
に
成
仏
し
を
氷
と
、
鑓
を
以
て
留
を
さ
、
れ
け
る
・

籾
、
残
〃
庄
兵
衛
・
七
左
衛
門
・
さ
ご
女
、
大
勢
押
寄
て
一
々
に
掃
取
け
る
・

半
太
夫
・
十
太
夫
か
鋒
（
全
．
ツ
サ
拳
．
）
に
て
手
負
死
人
も
多
か
り
し
。
さ
て
兵
右
衛
門
ハ

ー
接
の
張
本
半
太
夫
・
十
太
夫
を
生
捕
に
せ
さ
り
し
事
、
千
棒
せ
ら
れ

け
れ
と
も
是
非
な
く
、
戎
９
兄
弟
之
考
共
を
生
槍
て
、
演
町
へ
そ

帰
ら
れ
け
る
．
中
に
も
此
さ
ご
☆
と
い
ふ
女
ハ
、
今
年
十
八
歳
に
成
け
る
か
、

容
顔
世
に
勝
れ
・
璋
嘩
（
ア
サ
一
．
ヵ
）
な
る
顔
色
ハ
山
吹
の
露
を
帯

た
る
か
如
く
。
嫡
卸
（
タ
ソ
坐
．
ヵ
）
な
る
鈎
腰
ハ
、
楊
柳
の
春
風
に
扉
に
異

な
ら
す
．
芙
蓉
の
畔
（
マ
ナ
シ
リ
）
丹
花
の
唇
、
歯
ハ
白
玉
を
連
ね
た
る
か
如
く
。

機
に
臨
て
布
を
織
粧
は
、
織
女
の
｝
大
下
れ
る
か
と
奇
（
ア
ャ
ク
）
ま
れ
、

庭
に
一
ｒ
‐
て
春
（
フ
ス
ッ
ヶ
ル
）
形
勢
（
零
）
ハ
、
常
蟻
か
杵
（
ソ
，
）
＄
か
と
疑
ル
程
の
美
人

辻
て
行
ク
・
矢
・
部
兵
右
衛
門
、
ア
レ
赴
す
な
、
追
懸
て
生
槍
ょ
と
下
知
さ
救

け
れ
と
も
、
兄
弟
か
手
な
ミ
に
や
恐
た
り
け
ん
、
進
兼
た
る
躰
な
り
け
菰
ハ
、

憶
病
な
る
者
共
か
な
、
窮
所
を
は
っ
し
て
鉄
焔
に
て
打
留
よ
、
急
（
イ
ソ
》
ヶ

急
ヶ
と
下
知
さ
れ
け
れ
ハ
、
跡
に
銃
て
追
か
け
追
か
け
、
鉄
炮
を
放
し
か
く
枚

た
り
し
ハ
見
苦
か
り
け
る
次
第
也
。
軍
手
も
あ
く
ん
て
ゐ
る
所
に
、
屋
敷
に

十

九

忍
ひ
し
若
者
共
、
結
或
兄
弟
鬼
神
に
て
ハ
よ
も
あ
ら
し
、
打
倒
し
て

生
捕
レ
と
、
一
度
二
動
と
喚
叫
（
オ
メ
ぞ
サ
ヶ
ソ
）
て
押
入
ボ
ハ
、
愛
成
け
り
と
砂
鉄
地

受
持
之
寿
共
か
、
。
向
う
の
当
＃
所
も
白
紙
の
障
子
・
模
の
用
捨
も
な
く
、

歳
多
無
情
に
ト
ン
ト
ッ
と
打
懸
菰
は
、
座
敷
ハ
煙
に
埋
叔
て
、
敵
も

沫
方
も
む
せ
か
へ
り
た
る
計
に
て
、
具
暗
（
マ
ッ
ク
ヲ
）
．
が
り
に
成
け
れ
ハ
、
一
シ
も
用
に
《

立
夕
さ
り
け
り
。
兄
弟
も
精
労
し
叶
ハ
し
と
や
思
ひ
け
ん
、
様
よ
り
庭
に

飛
下
り
て
、
唯
タ
逸
散
に
前
の
深
日
を
駈
（
カ
ヶ
）
渡
り
、
跡
を
も
兄
す
し
て
．

庄
八
・
安
兵
衛
。
兄
弟
を
打
臥
て
手
柄
を
せ
ん
と
左
右
よ
り
、
イ
カ
棒

棒
木
太
刀
、
追
翠
々
々
打
か
く
叙
ハ
、
心
得
た
り
と
右
に
当
り
左
《
》
開

受
ッ
流
と
つ
初
立
救
は
、
長
兵
術
・
清
右
衛
門
・
武
右
衛
門
・
藤
八
、

己
々
か
得
手
の
道
具
を
引
提
て
、
前
後
よ
り
突
て
か
、
れ
と
、
事

い
わ
せ
す
、
当
ル
を
さ
い
は
い
鏡
手
十
文
字
に
な
ぐ
り
立
て
立
て
、
兄

手
煉
の
鋒
に
劫
立
ら
次
、
~
何
か
ハ
以
て
叶
へ
き
、
イ
カ
棒
・
サ
ス
俣
・

竹
鑓
も
初
折
ら
菰
・
或
、
木
太
刀
（
タ
デ
）
て
ん
棒
打
落
さ
叙
．
兵
法
自
満

の
又
助
・
・
妥
兵
街
、
神
陰
流
の
影
も
兄
す
、
表
を
さ
し
て
赴
出

出
た
り
。
手
考
と
い
は
菰
し
加
助
・
藤
八
、
様
よ
り
下
に
蹴
落
さ
教
、

庄
八
・
長
兵
術
・
手
疵
を
負
、
我
先
に
と
逸
（
イ
チ
）
足
出
し
て
赴

１
１

１

震棒
でも

O

L一＝一一二

弟
が

・

サ

ス

俣

（

ｆ

夕

．
蚤
喀
、

竹

鑓

。

投

嫌

’

1
ノ、

／汐
－



1
ー

一

1
‐
■
Ⅱ
。
Ⅱ
■
■
・
■
Ｐ
に
Ⅱ
Ⅱ
■

ｑ
■
Ⅱ

一

⑪

＃
１
曼
成
零
れ
惟
鳶
駒
γ
為
り
尚
煕
脚
峨
鰯
本
に
鹿
々
呼
出
さ
教
段
々
御
穿
塞
に
あ
ひ
て
、
此
一
儀
、
漸
、

由
子
・
ｑ
ｂ
Ｌ
■
■
■
■
山
■
■
■
ｚ
■
日
■
Ⅱ
■
■
日
Ⅱ
Ｐ
Ⅱ
■
■
■
■
■
■
■
■
ｊ
■
ｑ
Ｉ
■
Ｆ
‐
早
■
■
Ⅱ
Ⅱ
３
．
ｔ
ｑ
５

言

萱

冨

１

Ｊ

卜

！ ロ

1
F

と

り

そ

り

ロ
■
甲
卜
■
■
Ｉ
Ｔ
９
Ｌ
Ⅱ
巾
Ｆ
‘
８
１
Ⅱ

１

１

１

１

心

Ｉ

Ｊ

ｊ

Ｆ

Ｔ

■

Ⅱ

■

Ｉ

Ｆ

~

~

~
Ｊ

・
ｌ
Ｉ
Ｉ
ｌ
１
ｌ ’

ト

雌

吟

増

證

幕

■

‐

両

■

Ｒ

Ｌ

。

田

■

～

技
し
渚
ハ
鵠
に
鶴
・
垂
も
の
を
と
、
傍
よ
り
見
け
る
寿
共
、
讃
け
る
と
か
や
、

如
斯
轄
，
伝
ふ
る
と
い
へ
と
も
抵
考
を
得
善
牧
ハ
、
共
実
否
ハ
釦
が
た
し
。

準
然
、
ケ
様
主
昔
轄
も
年
数
遠
く
典
ま
、
に
、
絶
呆
ぬ
る
物
ゅ
へ
、
不
都

合
鞍
る
所
も
侍
り
け
れ
と
、
昔
据
の
侭
に
筆
の
す
き
ひ
に
記
誕
も
の

な
ら
し
。
子
か
祖
父
の
紅
父
に
、
男
成
彦
左
衛
門
と
一
云
者
の
為
に
ハ
、
庄
屋
漁
左
衛
門

は
鼻
に
て
あ
り
し
ゆ
へ
、
比
考
な
と
は
、
始
鋳
相
轄
ゐ
し
ゅ
へ
、
龍
其
事
を

党
へ
て
鰐
り
け
る
と
そ
。
藍
豊
笛
葺
垂
麦
奪
諒
抵
鴛
壷
豐
函
勇

鐸

ナ

リ

ゥ

中

毒

一

也

レ

ヂ

小

間

強

毎

ザ

出

『

海

ワ

ナ

セ

レ

ト

子

リ

．

，
右
錯
幾
一
乱
・
エ
事
。
党
嘗
せ
し
も
の
仏
雁
村
庄
屋
方
今
あ
り
、
さ
叔
と
も
只

一
通
り
の
党
考
催
で
委
事
ハ
Ｌ
牧
侍
ら
す
．
銭
に
む
か
し
輻
，
に

す
る
処
と
、
~
彼
党
客
を
蛍
し
へ
考
て
、
其
あ
ら
ま
し
を
記
し

侍
る
。
又
或
税
に
ハ
、
轄
塊
兄
弟
ハ
堂
等
司
の
斑
番
た
り
し
、

（
上
糊
に
）
罫
錘
碧
宙
、
蚤
《
一
糞
奪
、
霧
免
轟
襲
亘
垂
畢
、
エ
箪
堂
胃
、
蟄
一
麦
歪
、
諸
島
費
、
言

揖
垂
歯
肉
南
幸
一
テ
ポ
麺
写
鉾
句
缶
巻
ト
エ
、
垂
再
両
蜂
曇
琴
奎
尭
卜
曇
、
雄
率
唾
リ
テ
ニ
鐸
錘
、
津
手
郵
毒
辛
捧
や
不
一
句

廿

ニ

ト
西
疑
津
守
か
家
士
、
鎗
巽
弥
平
次
②
が
末
孫
に
て
浪
人
岩
な
り
と
い
へ
り
。

一
通
り
の
党
考
催
で
委
事
ハ
Ｌ
牧
侍
ら
す
．
銭
に
む
か
し
輻
，
に

す
る
処
と
、
~
彼
党
客
を
蛍
し
へ
考
て
、
其
あ
ら
ま
し
を
記
し

侍
る
。
又
或
税
に
ハ
、
轄
塊
兄
弟
ハ
堂
等
司
の
斑
番
た
り
し
、

（
上
糊
に
）
罫
錘
碧
宙
、
蚤
《
一
糞
奪
、
霧
免
轟
襲
亘
垂
畢
、
エ
箪
堂
胃
、
蟄
一
麦
歪
、
諸
島
費
、

揖
垂
歯
肉
南
幸
一
テ
ポ
麺
写
鉾
句
缶
巻
ト
エ
、
垂
再
両
蜂
曇
琴
奎
尭
卜
曇
、
雄
率
唾
リ
テ
ニ
鐸
錘
、
津
手
郵
毒
辛
捧
や
不
一
『

廿

二

小
西
銀
津
守
か
家
士
、
鎗
巽
弥
平
次
②
が
末
孫
に
て
浪
人
岩
な
り
と
い
へ
り
。

又
、
阿
蕪
家
の
浪
人
毒
な
り
し
と
も
い
ふ
。
阿
蘇
家
天
垂
年
中
に

没
落
せ
し
よ
り
、
家
中
諾
士
各
浪
人
と
戒
り
て
矢
部
内
に
住
し

年
九
月
比
に
ハ
吟
沫
方
相
済
け
る
と
そ
。
さ
て
源
左
衛
門
ハ
前
・
垂

知
く
座
屋
役
被
伸
付
、
今
鹿
の
御
瑛
共
と
し
て
役
窃
雷
十
八
石
、
元

之
謁
に
て
御
引
被
下
し
と
也
・
伺
い
同
樹
凶
岬
廻
ハ
今
鹿
の
御
称
英
と
し
て

地
侍
を
転
し
て
一
領
一
疋
に
校
伸
付
け
る
。
矢
部
兵
右
衛
門
ハ
、
半
太
夫
・

十
大
夫
を
不
生
猫
、
自
害
き
せ
た
る
御
替
に
て
諜
召
災
、
段
々

御
穿
塞
に
あ
ハ
救
け
る
・
さ
れ
と
も
後
ハ
出
寵
あ
り
て
退
役
鞍
り

し
と
い
ふ
・
或
ハ
帰
役
あ
り
た
り
と
も
い
ふ
．
矢
部
兵
右
衛
門
披
召
孔
け
る
と
き
、

刀
を
御
役
所
に
て
預
り
亜
け
る
を
、
出
寵
冬
時
渡
し
け
菰
ハ
、
兵
方
衛
門
愛

騏
て
刀
を
す
る
り
と
抜
で
、
中
を
鱗
て
受
承
牧
け
散
は
、
さ
す
か
大
役

を
動
る
、
兵
右
衛
門
謹
有
り
て
、
藩
付
た
る
仕
方
か
な
、
御
役
所
に
て
刀
を

（
上
欄
に
）
篭
舞
趨
量
芳
口
が
洋
巽
、
”
鳥
篭
魯
魯
」
旱
、
喜
色
驚
辱
賛
叶
尋
畜
賛
基
音
Ｌ
，

藤

臆
て
域
に
窮
郷
《
”
夕
都
寺
向
）
に
ハ
を
し
き
☆
鞍
り
け
り
．
譽
牧
と
も
此
鹿
の
擬
本

錯
斑
か
妹
を
り
け
牧
〈
、
召
描
牧
で
死
界
に
狩
牧
、
歎
門
に
曝
さ
救
け
る

そ
む
き
ん
鞍
牧
・
ざ
枚
〈
其
比
の
童
鵠
《
ロ
ヲ
》
に
、
む
か
へ
通
批
ハ
、
狩
菩
ご
か

畠
ね
く
、
よ
り
て
見
た
我
ハ
昔
は
か
り
、
ヲ
シ
ヤ
ヘ
。
と
ふ
し
を
付
て
趣
《
？
…
》

し
も
、
世
に
類
（
タ
ク
ヒ
）
な
き
美
☆
な
り
Ｌ
故
む
る
へ
し
。
斯
で
二
月
上

旬
、
此
一
乱
御
吟
球
と
し
て
拘
鉄
地
頭
《
令
／
”
γ
，
）
佐
藻
八
郎
右
衛
門
墾
下
二
十
人

召
達
ら
牧
、
御
郡
奉
行
宮
部
久
八
一
同
に
、
佛
庶
村
に
桝
趨
に
て
、

ｂ

ｌ

ｈ

１

ｒ

〃

一
接
徒
黛
の
寿
共
を
嶬
峰
ｒ
幟
い
ぽ
峠
附
け
る
．
菅
尾
手
永
方
ヶ

野
村
に
ハ
拘
鉄
地
頭
市
村
弥
雲
一
兵
衛
・
割
引
鍔
‐
銅
罰
剥
鋼
馴
剛
緬
、
趣
子
醤

召
連
御
超
に
て
、
段
々
吟
津
を
逆
ら
枚
、
一
携
一
嚥
之
考
共
の

親
類
急
ぐ
召
捕
救
け
る
と
か
や
．
佛
原
村
庄
墨
顛
左
衛
門
も
熊

廿

一

本
に
度
々
呼
出
さ
牧
段
々
御
穿
塞
に
あ
ひ
て
、
此
一
蝋
、
断
、
同

ゆ
へ
、
其
子
孫
多
か
り
げ
牧
ハ
其
内
に
て
も
有
ぬ
へ
し
．
蛤
親

兄
弟
地
侍
と
云
事
ハ
仏
臓
村
庄
屋
覚
客
に
兄
へ
た
菰
と
も
、
浪
人

に

て

も

有

し

や

、

彼

考

兄

弟

ハ

日

夜

狩

識

を

業

と

し

、

妹

《

ヲ

う

今

）

書
ご
☆
ハ
妨
靖
（
宙
フ
奄
令
）
蝋
機
（
ワ
リ
バ
ダ
）
を
し
て
世
渡
の
資
と
し
、
自
ヲ
水
誕
（
〃
！
｝
参
で

世
を
侘
た
る
貧
家
の
躰
愈
り
し
と
か
や
・

子
、
按
に
仏
原
村
庄
屋
源
之
構
門
、
姑
瑛
事
畢
付
、
御
褒
英
と
し
て

役
謁
御
免
右
け
る
事
ハ
実
或
へ
し
。
甲
奨
趨
兵
衛
、
此
虞
の
御
弥
英

と
し
て
一
領
一
疋
侭
成
し
と
い
ふ
ハ
非
を
る
へ
し
。
甲
吏
惣
兵
衛
ハ

、
（
上
樹
に
）
筑
紫
韓
島
、
輩
芙
し
、
扇
三
℃
韓
卜
等
毒
シ
妾
や
堂
、
金
《
芙
掌
リ
レ
ナ
史
し
．

１

１
１

1~
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｢ Ⅱ
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可
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Ⅱ
、
Ⅱ
Ｉ
牌
Ｉ
Ｉ
Ｌ
剛
山
川
岬
ｒ
‐
１
１
Ⅱ
Ⅲ
下

翌

二

雷

一
号
■
一

ヘ
上 Ｉ
勘
小
聡
ｂ
も
今
小

胤
聯
加
乃
な
才
と
弗
学
勺
Ｊ
１

跳
篝
州塁

立
鍔
Ｔ
、
ｚ
診
ず
久
嘉
蝉
貞

激
熱
葬
雌
勿
佐
右
婁
吋
鬘
蚤
峨
薯
油
。
尾
ノ

ー
航
候
ｒ

息

峨

久

盃

坐

燭

中

尉

非

~

雲

ヤ

ナ

~

Ｔ

穆

恥

も

㈹

父

仏

毎

忽

臓

悌

臘

緬

．

Ｉ

蕊

僅
↑
３
胸
伊
膿
冨
イ
ー
短
久
渉
蓑
丁

農

■
ｐ
昔
１
１
９
■
牟
凸
；
１
ｉ
Ｉ
Ｉ
０
ｌ
ｌ
ｔ
Ｉ
ｌ
１
Ｉ
０
１
－ 蟇 ‘

‘

旬

‐

甲

Ⅱ

ｌ

〆を誼

天
和
二
年
（
一
六
八
二
〕
退
役
な
り
。
延
宝
二
年
よ
り
天
沸
二
年

．
《
迄
ハ
九
年
に
及
へ
り
。
又
、
延
宝
七
年
（
’
六
七
~
応
）
の
書
付
に
も
矢
部

「
、
・

罪
兵
右
衛
門
と
云
事
あ
散
は
、
召
捕
た
る
ハ
域
に
て
、
又
帰
役
有

サ

ニ

）
た
る
成
へ
し
。
捲
塊
兄
弟
を
不
召
捕
誤
な
ら
ハ
九
年
ハ
延
ま
し
・

兵
右
衛
門
退
役
ハ
何
そ
外
の
事
に
て
の
葱
〈
Ｚ
・
マ
ヂ
〉
に
て
鞍
る
へ
し
．

し
か
し
、
む
か
し
の
事
、
強
〔
惣
牛
）
て
ハ
難
し
鏑
・

矢
部
兵
右
衛
門
ハ
寛
文
嘗
（
電
｝
年
出
よ
ゥ
勤
役
に
て
、
天
沸
弐
年
退
役
蛍
で

在
勤
十
七
八
年
の
間
と
見
へ
た
り
・

矢
部
兵
右
衛
門
、
天
和
弐
年
退
役
あ
り
て
、
薙
髭
（
争
搾
ッ
）
し
て
、
塔
を
井
手
教
知

と
武
、
涜
村
之
内
内
村
二
居
住
し
・
世
営
の
た
め
涜
可
及
び
近
崔
之

子
供
を
集
鐵
手
習
之
師
役
を
し
て
、
年
月
を
遇
ら
救
け
る
．

其
比
主
学
署
に
て
文
筆
も
達
者
侭
有
し
、
雑
、
又
集
と
云
、
往
来

も
の
を
作
う
て
子
供
に
教
ら
救
け
る
。
其
蓄
今
／
蛍
に
も
猫
残
り
侍
り
。

閑
暇
の
楽
…
に
花
を
鍵
Ｌ
て
屋
敷
廻
り
に
、
多
の
桜
を
接
《
シ
拳
》
↑
１
、

‐

ｉ

Ｉ

Ｉ

１

１

‐
１

ト

イ

向

川
Ｗ

－

Ⅲ

岬

州

叩

抑

如
椰
州
吋

名
花
類
を
尽
し
、
春
》
の
出
ハ
蒐
物
に
来
る
人
絶
さ
り
げ

鼠
と
云
倦
ぷ
Ｅ

剣
川
訓
が
Ⅲ

風
雅
の
道
に
も
志
あ
り
て
、
釈
迦
院
参
詣
せ
ら
枚
し
時
の
歌
、

と
も
我
も
も
て
り
し
か
、
今
ハ
凡
夫
ひ
て
な
し
・
節
分
の
夜
の
狂

歌

あ

り

、

節
分
の
鬼
よ
り
こ
ハ
さ
借
銭
を
、
打
梯
ふ
へ
き
豆
板
も
か
な
。

天
和
弐
年
退
役
よ
り
三
十
二
一
年
存
命
に
て
、
正
徳
四
年
（
’
七
一
。
）

三
月
智
、
七
十
徐
歳
に
て
身
ま
か
り
け
る
。
向
染
野
に
墓
有
り
、

石
専
の
腋
に
井
手
兵
右
衛
門
政
夷
と
有
、
此
己
前
之
御
惣
庄
屋
之

墓
、
如
此
俗
名
を
記
匠
ま
し
か
は
、
今
ノ
世
迄
も
し
ら
る
へ
き
に
可
似

惜
事
也
。
井
手
玄
番
允
御
惣
庄
屋
始
、
慶
畏
十
八
年
よ
り
天
和

弐
年
迄
、
井
手
氏
四
代
在
勤
、
都
合
七
拾
年
、
此
政
夷
に
至
て

ぜ

四

断
絶
せ
り
。
何
百
年
｜
｜
及
ひ
相
焼
せ
し
井
手
氏
、
断
絶
可
し
惜
哉
（
カ
ァ
》
・

井
手
兵
右
衛
門
、
妹
何
女
古
閑
長
左
衛
門
要
、
其
妹
何
女
日
吉
村
庄
屋
喜
右
衛
門

妻
、
其
外
兄
弟
あ
り
し
や
未
考
也
・

兵
右
衛
門
、
美
何
人
女
↑
い
ふ
事
不
考
也
．
此
代
迄
会
所
手
代
何
某
~
云
事
不
し

一
男
、
作
右
衛
門
~
へ
甚
夕
不
人
柄
之
者
な
り
し
故
、
親
退
役
己
後
、
方
々

流

浪

し

、

~

教

知

死

後

、

新

藤

村

薬

師

堂

學

辱

餓

死

せ

り

と

云

傅

〃

。

｛
一
男
、
嘉
兵
術
、
父
退
役
之
後
、
矢
部
猿
渡
村
之
内
、
中
山
~
云
所
に

居
住
し
て
百
姓
！
成
、
尭
兵
衛
婁
未
し
考
・
船
客
二
一
↓
云
者

あ

り

。

寺

川

ロ

村

學

入

百

姓

。

｜

来

住

ス

・

喜

二

一

姿

、

上

司

尾

村

某

女

、

子
二
人
有
。
兄
惣
右
衛
門
~
云
、
今
、
砥
用
手
永
小
埼
村
百
姓
也
。

弟

、

伊

助

、

上

司

尾

村

住

ス

・

尋

三

代

よ

り

貧

窮

↑

｜

弓

兄

弟

1
1

1
1

I
|

Ｍ
い
い
０
，
，
岬
、
処
可
‐
渦
吋
叶
、
Ⅲ
ザ
Ⅲ
川
川
Ｍ

寛
文
元
年
二
講
六
こ
地
持
に
被
召
出
、
其
後
元
椋
七
年
《
’
六
九
・
）
二
一
領
一
疋
に
被

仲
付
け
る
よ
し
。
旧
記
に
見
へ
侍
牧
は
、
延
宝
二
年
（
’
六
億
画
）
よ
り
元
禄
七

年
迄
ハ
年
数
ぜ
一
年
に
及
へ
り
。
其
時
の
御
褒
英
な
ら
は
、

ザ
一
年
よ
り
内
に
有
へ
き
事
な
り
．
珠
》
｜
惣
兵
術
ハ
老
人
な
り
し
か
ハ
、

元
禄
の
比
ハ
世
に
ま
く
成
り
た
る
ま
る
へ
し
・
壱
領
脅
疋
に
甲
受

氏
鞍
り
し
〈
、
何
そ
外
の
事
に
て
成
た
る
な
る
へ
し
．
又
、
矢
部
兵
右
衛
門

半
太
夫
兄
弟
を
生
捕
す
し
て
自
害
さ
せ
？
る
鏡
に
て
、
召

篭
ら
誼
御
惣
庄
屋
退
役
あ
り
し
と
い
ふ
も
不
審
な
り
。
兵
右
衛
門
ハ
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Ｆ

ｌ

ｈ

・

１

Ｊ

‐

ｌ

卓

Ｒ

会

．
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ｌ
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一＝

、
琴
迄
然
肺
偲
嵐
脈
挫
詞
劫
心

諺
聡
噂
騨
私

島
逵
柔
庵
鍾
毒
皇
池
籟

隅
之
挫
辱
ｆ
宅
５
Ｊ
為
で
膿
胸
１
湶
穆
脅
淵
舅
ｉ
枠
ノ

参
を
ふ
斑
長
男
蝸
奮
舅
今
ｆ
き
し
逝
亥
蕗
僅

食
婁
埼
弓
掛
城
誇
之
育
ｊ
ｆ
拾

一
会
＃
↓
惨
１
γ
腸
哨
鼠
誕
郊
窪
〃
ゐ
沙
侃
脳
Ｊ
伽
ゲ
伽
卿
や
Ａ
弘
椴
以
剣
鯵
毎
↓
″
〃

と

霞
ア
雁
倉
産
拳
毒
皇
署
量
寒
ｌ
ン
鴛
塔
忽
拳

~

~

誇

顔

郵

琴

如

激

誌

~

涛
謬
雷
鯵
鞭
濤
奏
覧
臺
像
や
菱
牟
ｊ

蓋
圃
菱
ｉ
養
髻
婬
琴
ｌ
池
を
篭
ｉ
静
疑
亨
蒔

。
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日

日

日

日

日
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１

１
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』

一

那

奉

埴

〃

、

一

切

一

『

●

年

蝉
〃
つ
切
牟
角
蝦
〃
〃
ゴ
必
聾
冷
雌
浅
娠
よ
く
妙
冷
誠
添
減
脇
塚
弼
撚

些
”
，
を

ｂ

曝

芝

を

殆

尋

ヤ

ｊ

〃

蓉

一

蔭

証

券

湯

耀

皇

捗

る

唾
今

q■

~

グ

君
寺

撹

減

織

稽

蠅

蹄

航

じ

う

空

お

砿

』

一

子

＃

り

ぷ
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ｉ
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セ
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為

ｗ

Ｕ

壬

堂

’

て

泥

歩

ｆ

廃

号

宅

滋

姉

杣

●

煮

~

．

~

Ｔ

ｂ

山

迄
溌
貴
卜
汰
シ
ダ
亀
脆
．
労
可
》
侭
セ
ｈ
Ｊ
：
~

１
つ
八
臓
貯
ｙ
靭
七
莫
叶
唾
富
〃
名
臘
壼
迩
鐙
倉
浅
羅
農
（

~
熟
箭
頃
毎
々
３
こ
労
~
－
払
好
畠
オ
リ
烹
為
何
号
や
矛
元
》
~
で
↓

０

１

１

０

０

８

■

８

１

０

７

１

巾

ｂ

Ｉ

Ｈ

１

８

Ｂ
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Ｕ
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Ｊ
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ｌ
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Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
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１
１
１
０
日
日
■
円
胤
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Ⅲ
Ⅲ
ｊ
１

４
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１
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日
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I １
１
１
０側

ｰ

冬

御
用
相
動
申
侯
、
然
庭
、
季
度
矢
部
稗
惣
・
圧
屋
役
枝
仲
付
侯
曇
．
ハ

ロ
ハ
今
迄
、
御
材
木
札
玖
之
御
用
相
勤
申
皇
付
弓
対
、
や
と
ひ
之

私
迄
を
召
仕
侯
笥
寿
、
御
急
用
・
二
御
用
御
手
づ
か
へ
仕
候
問
、
私
を

賃
奉
公
人
年
季
之
者
拾
五
人
、
其
外
山
付
之
村
々
私
車
日
息

之
も
の
に
、
前
銀
を
年
々
渡
置
申
侯
、
ヶ
様
・
冬
儀
↑
｜
萄
私
頭
不

仕
侯
弓
寿
身
躰
ひ
し
と
迷
惑
仕
侯
問
、
忰
勘
四
郎
二
私
頭
役

被
仲
付
枚
下
侯
ハ
、
、
右
抱
鼠
候
私
共
忰
學
引
渡
〃
別
宅
仕
せ

御
用
御
支
祭
、
二
様
二
仕
度
奉
存
侯
、
何
と
そ
願
之
通
枝
伸
付

”
裡
下
侯
様
奉
願
侯
、
為
其
ロ
上
蓄
を
以
、
如
斯
↓
｜
御
座
侯
、
以
上

天

和

弐

年

八

月

矢

部

勘

右

衛

門

松

村

何

か

し

殿

《

辛

川

何

か

し

殿

廿

六

共

に

人

之

奴

僕

↑

成

し

か

、

惣

右

衛

門

抵

年

よ

り

小

崎

村

↓

｜

入

鐸

せ

り

。

男

子

な

く

し

て

娘

に

鐸

を

承

し

と

云

・

二
一
男
、
大
右
衛
門
、
胃
吉
村
、
圧
屋
喜
右
衛
門
後
家
二
入
鐸
~
成
・
此
後
家
ハ

兵

右

衛

門

姪

二

言

大

右

衛

門

徒

弟

也

。

太

右

衛

門

一

女

あ

り

多

↓

云

う

濱

可

喜

助

奏

１

成

・

太

右

衛

門

後

二

新

吋

二

住

せ

り

・

四
☆
、
た
ょ
、
涜
町
間
七
毒
＃
成
．
此
間
七
ハ
熊
本
之
者
二
毫
舌
閑
長
左
衛
門

私

頭

之

時

分

手

二

付

し

私

師

也

。

此

外

兄

弟

あ

り

し

や

未

考

之

・

矢

部

勘

右

衛

門

重

元

巻

高

屋

右
勘
右
衛
門
考
、
熊
本
小
沢
可
之
産
二
尋
差
年
之
叱
よ
り
矢
部
皇
来
り
、

菅
目
丸
山
ょ
４
材
木
等
を
取
出
し
、
私
を
業
と
せ
し
に
廿
六
歳
ノ
時
、

廿

五

私
頭
役
枝
伸
付
、
杣
山
を
等
う
せ
ら
れ
し
庭
、
抜
群
之
人
な
り
け
菰
は
、

二
一
十
七
歳
之
時
、
矢
部
兵
右
衛
門
跡
役
御
惣
・
圧
屋
に
被
仲
付
け
る
．

夫
よ
り
段
々
家
盛
に
成
り
、
遠
近
に
窓
を
震
し
人
也
．
此
人
之
繰
に

因
て
熊
本
方
よ
り
来
り
て
、
濱
町
に
居
住
せ
し
者
多
し
。
御

惣
庄
屋
之
時
、
願
立
ら
れ
し
仕
置
多
ク
、
今
ノ
世
迄
も
其
名
隠
れ
な
し
・

私
頭
よ
り
御
惣
庄
屋
に
成
れ
し
時
之
願
書
有
、
年
暦
久
し
く
成
り

紙
壷
之
為
に
傷
救
、
文
字
等
不
し
分
所
侍
け
れ
と
、
古
審
な
れ
ば

干
落
記
し
侍
り
ぬ
。
其
文
冒
、

奉

願

ロ

上

之

覚

私
儀
、
寛
文
十
一
年
（
’
六
七
一
）
よ
り
御
材
木
和
之
手
間
料
、
二
一
痴
利
御
ま
け
申
上
侯
皇

付
、
前
か
ど
の
札
を
被
差
除
、
私
頭
役
被
伸
付
、
当
年
迄
拾
弐
年

右
御
郡
奉
行
衆
両
人
名
之
処
、
虫
食
裳
り
文
字
少
蔵
相
知
侍
ら
す
、
故
二

首
字
迄
書
付
屋
も
の
な
り
・

斯
一
『
矢
部
勘
右
衛
門
御
惣
・
圧
屋
と
成
り
て
、
天
罰
和
弐
年
、
寺
二
一
ヶ

寺
~
之
寺
号
を
願
・
１
ら
る
。
所
謂
、
正
福
寺
①
日
篝
箒
菫
富
国
篝
育
。

吉
祥
寺
②
更
篝
一
麦
巻
雲
り
．
西
・
妥
寺
③
琴
舞
一
壽
、
鑿
育
。
同
年
松
本
弥
五
助
、

地
侍
な
り
し
を
一
領
一
疋
に
願
・
１
ら
る
・
堂
蚕
一
鑿
《
鑿
衰
累
へ
蜑
軍
毒
一
慧
蛍
見
へ
た
り
。

従
弟
勘
四
郎
を
弟
分
に
し
て
元
禄
七
年
（
’
六
・
九
画
）
二
一
領
壱
疋
二
願
立
ら
る
。

舌
閑
勘
四
郎
是
な
ｈ
リ
。
装
毫
捧
七
牟
垂
稗
堂
鐘
た
２
や
、
へ
姜
一
に
よ
り
〈
奮
幸
毒
見
へ
存
へ
慧
高
菫
寓
皇

産
、
哀
一
脅
塞
扉
〈
『
吏
篶
富
堂
堂
背
。
其
後
私
、
万
清
九
郎
、
暑
露
勺
、
竿
糞
巽
貴
量
産
尋
．
嫡

子

ハ

勘

右

衛

門

娘
／
子
に
て
孫
な
り
け
叙
ハ
、
雲
煙
葦
廷
も
一
領
壱
疋
二
願
立
ら
る
。
古
閑
勤
左
衛

門
と
い
ふ
。
今
へ
掌
零
翼
糞
釜
り
御
役
所
向
余
程
、
豆
か
り
し
に
や
、
勘
右
衛
門

‐

じ

／

１
１

０
６
０
１
１
■
Ｂ
Ｉ
Ｂ
■
日
ｌ
Ｂ
Ｉ
Ｏ
Ｐ
ｂ
ｌ

~
~

~
~ Ｆ丘■■■■ｐＢ■■■■Ｄ■■ｉＩ０８ＫＩ■
！
Ⅱ
０
１
１
１
１
１
１
１
■
！
！
！
■
■
！
ｂ
’
１
卜
‐
‐
ｌ
‐
‐

‐ 一二一聖ニーー垂



－－デーーーーー

ろ／
－■一一一戸一一一一■一■

〃

、古 、

』‐予諺科、

排叩Y斜碍、』‐器』‐。
、、

察鷺磐ご）Z会＞二）。4印
IT'。14呼今茎才才n 童，鑿難‘’忠噸‘，尋、謬

沓、4側与りご
嘩封昆詠

、シ霞｡！蕊，'ー衷。、、誹認‘｣，‘，‘‐’1．
鹸可

群署阜導吾）邪暑i窒欝毎寧、′界冒す鼎孝土曹を：土Y

1塁謁琴掛僅工悪癖軍謄￥’二':'．‘:'~ 号群、箸とZ+>′理ぽ、′

尋鶴恕溺国。4、、′軒蟹印坤淳可箏ら国呼の①坪
Y？。坤曹f*上、与り鼎』‐、4二）勺阜専稚針イ1
①尋可凰興甚吾19斗覇毘竿Y2¥卑旧牙才、′のFHY2
淫￥曽鼎蕊可璃嘩計、射曝啄謹曇⑦群＞薯。の‘、
群、幾年上寡邪辛子？竿、吾）、二1＄･昌＊｡》′尋才
？？､嫁壌予」‐￥考才曝、f鴎淳報菩冒導4坪可ヰ
マ曾峯壬、騨邸漂智埠去曾陪、阜室密、~・日々卿
呼平評班重酒,子女二11班.HE1?可①J--ILIIC鯵′1
鼻丹群、畢凰旧』琴私4，'呼靜烹鼻IY、4諺才の9要1
．妙欝￥野射鼎鱈。蝉』－9ユーの、！￥才2ヰユー才謂
可難、、一軍軍一4Y4欝封曹剰、§こ墹早11i¥1

灘識|鯏鬘淵獄、
、／才ユー科腿署吾、“－1蚕
§嘩二1坪甥、~、、′法隼二）
噂詠葱い軍丁衷呼の粥古鼎琴の~簿｜罪9，′、α少′yq
9g号､聯冒琴+1号鶚茅竿雷誘ﾐ習璽呼半隼9才
卿繋凰津詮、，過’4壼募巡畷婆。の労予科．l-､嘩寮
坪卒蝿"、型呼慰’琴岬~.]=圭、可拳’、g蝶争呼①＋
喪、軍総重塁輩繁騨。1巻半渡のり古尋、捌阜￥‐
=1d"等胃曇毒蓼蒋留’1攻。9二1手マニ）寺聖亭g・
圭、，闇、／酌Q聯のY(I,､"1畔彰士岬葦。つa_H+
軒準早一#‐一身諜？品尋謹鋒亭蝉ユー1嚥鰐′y中、早室

狸井評、寒暑印卿亭 曝幹畔祖曾 鼎凰司欝９ 竿畷去蓉・可毎

．
‘
４
ｑ
Ｐ
ｌ
ｌ
ｄ
ｄ
Ｄ
、
ｄ
Ⅱ
４
．
０
‐
Ｌ
■
■
Ｄ
Ｐ

HL

簿主64
二1、』－、h鼎

口、田。謝窒艶軍尋

丁阜畢醐畢、野二）琴、署古争覇
、々 血幸lli畢甲、、′里頭書鶴開､′眉茎

。畔瀞、 峰件早軍』‐抑、琴罫、早圓爵？壁」‐
鰹可里菜， 、卒、二1中刷厚司樽、、鴎苛習可

畔ユユー⑦蝉？⑦守雷蛭斗、‘砿群渡目ギ上二）甲子訂葱
。件韓？才浮wm辞、吾冨こ・二）古19d琢卒群釜 オゥ

､『壌畢員圏玲曾掌琴幸箪實士考古4認＋1土悴~嫁子
斜、蕪曹阜馳一#・垂中華。印国予V麺謹浮国、、曹
署1才士鈎ャ零革国土1海太さ十群‘9蝿寺、，軍
圭睦』‐等毒開4軒輔諦シ￥尊士，｡f曹漠智、号呼群

孑畢磐工睡生了目、率、7，，′爵寮ョ目ギュ‐勢蝉嘩&郭

鑑;茎型窯霊；野澤擢溌霊誉 畔才霊iW<鷲童升:W-l2令難曝二,〃､,奮難 へ弾⑦と ､′参、阜、二1，′、畔＋1廷’。去典幹舜§圭
章砦準冨I上辛脳7々釜韓準9単マ、鴎署．誹琴鐸葺

蟇詫星IW≦壹轍9､零章，勢、’封聯古､‘ 。孝欝琲弾洋窮鯛背毒謙q4¥

￥講嘩件護古q1-群醗可￥子子輔9~子琴晶甲暫邪神
、予孑勢子＞ヶ、瀞シ、●甲群響本鶚日厚j琢軍。＊
､′斡錘Y黙、'9』‐⑦．津啓~零の①型琴箪琴溌溺曾空
車零ユー二）。嘩可箪孑事エ半噸ユー古こ件葺d#41， 口

曾圏11今．~1苫二1*。LJ涛葬一二1士古壊丁。ヰﾏ
ｲ･I寺齢華蝉嘩對蒋串畠甥・二1音甲群斗、、申鼻ヰ
ヰ圏畢才印マーL土4鶚竿甲竿l1{§列群湘明マン+1
瑚旦叫闇鵡畔身群r塁輻等平呼宰蚕w¥孑琴誹、凡4

弓

言
季
房
１
℃
ご

ご
愛
す
。
今
閉
り
や
喝
Ｉ
（
て
孤
診
毒
１
塁
ゞ
ｑ
』
ど
引
当
．
~

一

■

砺

熱

毒

童

隻

誓

旛

ｒ

伺

雪

Ｉ

蟇

《

ｖ

丹

ご
識
、
寧
才
溌
蟹
？
毘
射
竿
曝
去
班
〕
斗
４
蚕
コ
カ
茅
巡
上
可
攻
刻
護

り
息
の
幕
の
茎
需
筈
覇
：
：
蝉
１
通
Ｙ
可
隼
粥
鶚
募
呼
。
句
‐
難
や
豊
蔽
萱
烈
裟
罫
そ
側
、
Ⅶ
〃
少
！
Ｌ
苓
噛
似
曾
庵
ｎ
Ｗ
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l~

l
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1
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･~1‐

I
T－‐

Ｌ
１
ｌ
卜
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■
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ｑ
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１
Ｐ
ｈ
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１
１
０
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０
４
ｄ
１
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｐ
０
ｊ
０
８
ｒ
ｌ
Ｄ
“
１
Ｉ
ｄ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
１
１
Ｌ
Ｉ
４
ｌ
４
ｊ
Ｂ
Ｐ
１
Ｉ
Ｉ
Ｉ
４
Ｐ
ｌ
ｌ

Ｉ
ｊ
■
１
０
１
１
‐

一

－

～

壷

言
抑
何
１
１
１
１

１

１

Ｍ

１
Ｉ
Ⅱ

ｌ
■
Ｐ
け
Ｌ
■
■
■
■
■
■
Ｐ
ｐ
Ｄ
４
９
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弘老

ー

精
~
碗
恨
恥
~
仙
蔀
蝉
乃
榊
~
一
隙
Ｉ
典
催
庶
鯛
鵬
臘
縢
岬
捧
‐
Ｉ
Ｆ

一

巴

内
に
帰
り
で
神
棚
を
拝
し
、
夫
よ
り
御
位
牌
所
に
入
て
先
祖
を
拝
ミ
・

夫
よ
り
義
に
出
て
御
祝
等
あ
り
て
、
家
内
弐
拾
四
垂
人
宥
け
る

男
☆
を
呼
出
し
、
各
列
座
〔
レ
ッ
ザ
）
し
て
目
出
度
嘘
の
鰐
か
し
き
事
を
一
シ
嘘

で
、
ど
っ
と
笑
ひ
で
か
ら
、
其
後
ハ
何
噛
に
て
も
く
る
し
か
ら
す
．
夫
よ
り
内
ハ

も
の
い
ふ
事
も
な
ら
さ
り
し
・
是
が
元
朝
の
格
式
な
り
~
し
と
語
り
き
・

一
又
此
老
人
の
物
鋸
に
、
撰
左
衛
門
殿
御
内
証
ハ
矢
部
兵
右
衛
門
殿
妹
に
て
有
り

け
る
か
、
懲
地
わ
る
き
人
に
て
畦
（
カ
ゲ
〕
に
て
ハ
山
椒
（
ザ
；
《
“
ゥ
）
ぱ
￥
と
人
か
云
し

っ
牧
共
、
さ
や
う
の
人
で
な
く
て
ハ
、
大
家
を
治
め
大
勢
の
人
ハ
仕
ひ
難
Ｌ
・

此
祖
母
ど
の
存
命
之
内
ハ
家
内
も
能
ク
し
蛍
り
、
勝
手
向
も
宜
し
が
り

し
か
、
死
蛤
ひ
て
後
ハ
家
内
も
み
だ
ら
に
成
り
て
、
身
上
た
醇
も
の
表
へ
た
り
・

結
構
霊
頓
）
人
と
人
か
巻
紺
や
う
な
る
春
ハ
、
大
家
ハ
治
め
き
る
も
の
に
あ
ら
し
．

三

十

左
様
の
人
ハ
、
何
事
も
行
今
成
に
す
る
ゅ
へ
人
が
番
る
を
り
．
内
／
岩
も

怖
る
、
や
う
に
、
愈
地
が
態
け
救
ハ
、
大
勢
の
人
を
仕
ふ
事
〈
な
ら
ぬ

も
の
ま
り
や
上
た
る
人
和
ら
か
過
我
ハ
、
下
々
か
侮
て
我
侭
す
る
物
考
り
と

か

た

り

き

・

一
む
か
し
語
に
い
へ
る
あ
り
。
古
閑
撰
左
衛
門
、
私
頭
を
り
し
時
、
井
樋
材
木

を
承
て
出
さ
救
け
る
に
〈
井
樋
役
人
好
曲
な
る
者
に
て
、
賄
賂

を
貧
り
け
菰
ハ
、
右
の
材
木
を
色
々
と
癖
（
ヅ
噌
）
を
付
、
此
木
ハ
節

多
し
、
此
木
ハ
用
侭
不
立
鞍
と
云
て
、
材
木
を
数
多
は
ね
出
し
、

愛
革
菩
り
け
れ
ハ
、
古
閑
畏
左
衛
門
、
此
由
を
閲
て
、
大
に
怒
り
、
悪
（
ニ
ク
＋
）

役
人
共
か
申
分
哉
。
某
直
拳
り
て
糊
く
し
と
究
党
窟
等
の

軸
師
式
三
人
召
連
、
井
樋
役
人
の
許
に
至
り
．
長
左
衛
門

溺
然
串
領
ァ
“
ァ
）
と
し
て
申
さ
救
け
る
ハ
、
今
産
某
、
承
出
せ
し
井
樋
材
木
。
↑
~／

､

』

罫
古
閑
撰
左
衛
門
Ｉ

（
上
欄二

一

☆

、

等

篭

曇

算

、

垂

四

☆

、

浩

美

全

王

夫

、

竺

麗

量

恥

今

紫

《

寺

右
灸
左
衛
門
子
共
也
．
勘
右
衛
門
子
ハ
勘
右
衛
門
僚
一
等
‐
畢
紀
・
垂

右
古
閑
伎
左
衛
門
由
熔
、
親
挨
所
考
粗
々
如
此
．
畏
左
衛
門
名
目
傘
、
騨
伝
執
世
人
一

如
謝
類
罫
蕊
知
考
、
二
少
、
所
聞
予
裁
舎
ン
・
垂
宕
也
。
釿
吋
口
塘
・
豊
・
入
佐
~

縦

川

等

~

二

大

勿

毒

、

曇

購

｛

〃

。

§

~

↑

舞

多

考

也

。

壌
川
等
年
間
尋
拝
聖
難
知

子
か
近
隣
に
徳
助
と
云
老
人
有
け
る
か
、
此
考
ハ
幼
年
よ
り
、
古
閑

茂
左
衛
門
家
に
て
育
し
者
に
て
、
後
ハ
社
師
な
り
け
る
。
故
に
陣
天
左
構
門
時
代

の
事
ハ
~
能
知
‘
て
常
に
物
轄
し
け
る
．
或
時
の
喪
括
い
へ
る
ハ
、
炎
左
構
門
疑

古
閑
批
左
術
門
、
享
保
十
年
六
月
十
一
日
卒
翼
行
年
八
十
一
讃

正
福
寺
葬
境
内
、
垂
福
院
宗
。
１
日
持
卜
号
其

巽
矢
部
兵
右
衛
門
攻
夷
妹
、
弟
弥
墨
助
奨
未
考
也
。
煙
苗
皐
軍
篇
門
蓮
膀

松
本
弥
五
助
、
垂
語
累
ゞ
至
垂
’
一
男
藤
平
・
｝
一
男
杢
乎
ｌ
己
古
全
慧
不
紫
↑
騨
孟

一
三
男
瀬
乎
、
職
怖
一
李
淵
輝
鷺
霊
室
欝
一
蓋
語
、
へ
十
重
箪
二
、
翌
一
塁
鷺
裳
ナ
リ
、
慧

四
☆
、
蔦
策
鐡
匿
暴
裳
五
男
蛾
乎
、
寓
堂
欝
掌
ト
ナ
リ
、
一
望
藍
、
洋
紫
毒

浄
庵
、
蓋
宙
鯵
、
許
異
孟
、
震
董
葺
駕
争
リ
ー
一
女
、
豊
豊
富
里

二

男

長

兵

術

、

至

碧

、

吉

孟

二

一

☆

、

画

奔

苦

垂

津

紫

毒

舌
閑
勤
四
郎
、
賓
蓋
寓
驚
す
莞
露
惹
菫
駕
蛋
翌
晶

欄
に
）
・
幸
畢
蕊
哩
寺
電
寺
閏
蓋
宵
豊
争
等
一
錘
夢
裏
門
島
、
業
海
、
挙
り
菟
一
禽
菩
リ
等
苓
募
ワ
掌
膿
掌

畢
一
審
《
、
竿
畢
〈
垂
シ
テ
宜
リ
エ
唾
卒
ワ
テ
幸
輔
門
卜
韓
、
牢
曇
ナ
ｕ
、
竿
心
《
幸
吋
画
唖
や
川
弓
狩
垂
毛
ユ
、
↑
毒
癒
門
子
宮
坤
婬
エ
、

缶
幸
輯
門
睡
ニ
ユ
奉
衛
門
卜
壁
《

、

圭
一
へ
ｗ
、
垂
眠
曇
ラ

ー矢
部
勘
右
衛
門

１
１

’

廿
九

１
Ⅲ
冊
細
叩
副
も
砠
泗
掴
咽
岨
囚
梱
田
間
呵
川
副
好
削
俄
Ｌ
叩
削
畑
Ⅷ
貼
閥
卿
刺

~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
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旧

■

■

■
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ｑ

旧

■
凸
個
■
■
■
■
Ⅱ
ｑ

■
Ⅱ
■
■
■
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Ｌ
』
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蓄
似
蟇
至

』
岸
諸
噴
騨
一
~
ゑ
み
１
〃
４
－
畷
惇
ち
、

典
に
季
世
砕
掴
鰕
鯵
ん
向
常
煽
諺
嚇
混
沸
殉

０
Ｆ
ｌ
白
■
■
■
。
白
■
Ｏ
Ｄ
Ｉ
〃
〃
ｕ
ｒ
－
Ｒ
肌
、
■
可
ｌ
ｉ
Ｕ
Ｂ
９
も
・
９
０
■
８
８
４
０
鄙
ｗ
ｕ
Ｔ
０
Ｕ
“
０
６
Ⅱ
Ｑ
Ｐ
０
１
●
Ｑ
Ｕ
Ｉ
，
‘
、
ロ
“
，
少
｝
宛
呵
唖
ｑ
０
■
ｆ
Ｄ
１
１
４
Ｂ
■
１
Ⅱ
■
▼
Ｑ
も
■
・
ロ
ー
Ｕ
“
ｆ
Ｄ
ｑ
ａ
Ｄ
ｐ
ｍ
豈
吋
〃
９
ｑ
０
ｕ
Ⅱ
１
０
９
■
■
迅
甲
凸
Ｕ
Ｄ
Ｉ
■
Ｉ
Ⅱ
１
１
１
Ⅱ
』
■
可
Ｐ
１
，
－
１
■
８
０
口
‐
。
ｐ
０
■
ロ
■
０
口
ｒ
凸
ロ
■
■
式
詔
乙
勺

鬘
ｏ
Ｄ
Ｄ
Ｂ
６
。
■
■
０
■
■
画
■
■
Ｕ
出
師
皿
印
加
銀
Ｉ
ｆ
卯
叱
』
印
画
、
猷
画
、
剛
Ⅲ
酬
画
函
、
副
酬
剛
四
ｍ
】
■
面
酬
師
皿

０
－
令
一
》
肺
Ⅱ
Ⅱ
“
』

坐

御
用
に
・
帝
一
不
申
辻
御
請
車
祭
、
二
由
。
其
儀
二
付
て
拙
岩
直
二
参
，
申
侯
・

今
度
翠
出
せ
し
材
木
い
か
様
に
あ
叙
ハ
、
御
用
二
、
１
不
申
と
ハ
仲
ら

る
嵐
そ
。
某
私
．
頭
役
蒙
伸
し
よ
り
数
年
御
用
之
材
木
被
伸
付

度
、
仮
に
拙
者
見
計
ひ
を
以
て
、
夫
々
に
車
出
し
差
上
申
事
二
侯
へ
共
、

喰
今
迄
、
御
用
二
不
、
苛
一
材
木
を
車
出
、
は
ね
に
逢
侯
事
ハ
鍵
に

無
之
侯
．
身
不
肖
に
ハ
侯
へ
共
、
上
之
御
目
鑑
を
玖
て
、
私
頭
役
仲
付

置
る
、
、
此
長
左
衛
門
か
取
出
せ
し
材
木
、
御
用
二
、
訂
一
不
申
時
ハ
、
上
の

御
目
か
ね
達
ひ
た
る
と
申
物
な
り
。
此
己
後
述
も
御
用
材
木
、
二
類
ハ
、

拙
者
車
騨
す
健
一
侯
ヘ
ハ
、
井
樋
材
木
に
御
用
↑
｜
不
立
木
を
遣
し

た
入
Ｍ
Ｖ
馴
軍
沙
汰
有
て
ハ
、
先
此
長
左
衛
門
か
役
儀
に
鍵
か
付
申
事
二

侯
へ
は
、
此
旨
御
役
所
狸
相
違
、
其
許
方
の
不
・
宜
と
仲
ら
る
材

三

十

一

木
を
積
置
、
御
見
分
之
御
役
人
を
申
請
、
御
改
に
預
り
て
、
Ⅲ
界
其
上

に
て
御
用
二
、
訂
一
不
申
材
木
二
極
侯
ハ
￥
、
長
左
衛
門
役
儀
を
即
刻
御
断

申
上
べ
し
・
さ
な
く
と
も
上
よ
り
召
上
ら
る
、
事
も
有
へ
し
。
若
又
、
御

見
分
之
上
、
無
支
迩
刈
申
候
ハ
、
、
共
許
、
一
々
の
好
曲
成
申
分
な

承

、

牧
は
、
其
分
に
て
ハ
元
差
通
し
申
ま
じ
と
。
元
来
陽
気
成
生
付

の
男
に
て
弁
舌
臭
（
ザ
Ｚ
・
ヵ
）
に
、
少
も
遠
慮
景
色
も
な
く
、
眼
を
い
か
ら
し
詞
を
荒

ら
か
に
し
て
、
す
ハ
と
い
は
、
事
に
も
成
へ
き
勢
ひ
成
り
け
叔
は
。

井
樋
役
人
大
に
恐
怖
し
て
、
裳
詳
劃
其
元
と
不
存
、
一
ｒ
役
共
か
申
電

‐

§

に
任
せ
、
無
調
法
、
乏
儀
を
申
出
、
御
、
宕
一
腹
、
二
段
、
臭
平
々
々
御
客
許

被
一
ｒ
ぺ
し
．
此
己
後
其
許
御
菓
出
之
材
木
と
申
さ
ハ
、
黒
如
在
（
才
が
｝
受
車
可

申
、
何
分
今
度
ハ
役
人
か
手
を
下
ヶ
て
、
御
断
を
申
問
、
御
聞
入

９

一・Q‐←一心一一~~
~

~

被
下
ぺ
し
と
、
謨
入
た
る
風
情
な
り
け
叔
ハ
、
長
左
衛
門
も
面
テ
赤
ら
け
、
左
糠
二

御
断
と
有
か
ら
ハ
夫
程
之
事
、
聞
分
ぬ
長
左
衛
門
に
て
も
無
之
侯
。
拙
宥
元
来

短
期
成
生
付
に
て
、
少
も
胸
に
持
事
難
成
、
気
の
せ
く
値
に
余
り

過
言
を
申
た
り
。
定
濁
御
気
に
も
さ
ハ
リ
つ
ら
ん
。
役
人
同
士
ハ
相
互
、
此

凸

ｖ

９

，

９

日

又

巳

■

■

ｒ

■

■

。

■

■

■

ｑ

１

’

１

．

１

Ⅱ

９

６

■

。

『

，

，

，

ｂ

Ｏ

ｑ

凸

ｑ

ｄ

ｑ

“

０

●

ｑ

ｌ

Ｄ

Ｉ

■

９

０

０

０

‐

０

。

■

日

ロ

β

〃

ワ

己
後
ハ
遺
恨
を
不
し
残
ザ
入
魂
定
逵
に
い
た
し
候
く
し
。
先
此
儀
ハ
是
限
り

に
て
、
跡
ハ
目
出
度
盃
々
と
数
欽
を
汲
て
和
悦
し
て
帰
ら
れ
け
る
と
そ
。

矢

部

勘

右

衛

門

童

政

右
勘
右
衛
門
重
政
ハ
古
閑
長
左
衛
門
嫡
子
に
て
元
禄
二
年
（
’
六
八
・
沁
）
之
比
、
父
跡
役
を

相
銃
し
て
御
惣
・
庄
屋
と
な
る
・
会
所
手
代
ハ
新
可
彦
助
・
片
平
村
彦
七

等
な
り
。
父
長
左
衛
門
勤
之
比
よ
り
之
手
代
な
る
へ
し
。
其
比
演
可
に

良
医
な
か
り
け
れ
ハ
、
勘
右
衛
門
出
府
之
節
、
矢
嶋
幸
意
と
云
、
府
中
之

三

十

二

良
医
懇
念
な
り
け
れ
ハ
、
勤
右
衛
門
矢
嶋
に
謁
し
て
申
さ
れ
け
る
ハ
、
矢
部
考

片
鄙
に
て
、
し
か
と
い
た
し
候
書
岩
も
な
く
、
大
坊
成
病
人
な
と
の
節
ハ

茎
難
渋
仕
事
二
弓
、
拙
者
是
を
患
事
久
し
。
足
下
門
弟
室
内
、
可
然

寄
者
一
人
矢
部
に
遣
し
鍔
へ
か
し
．
濱
可
に
仕
居
（
〃
↓
《
へ
）
｝
て
、
後
々
ハ
某
宜
ク

草
計
ひ
申
ぺ
し
と
有
け
れ
ハ
、
幸
意
も
元
よ
り
縁
者
な
り
け
れ
ハ
、
其

値
譜
し
て
、
幸
順
と
云
門
弟
、
療
治
方
も
宜
ク
仕
覚
へ
、
弟
子
中
二
二
．
も

抜
群
に
候
間
、
此
者
を
遣
可
申
侯
間
、
貴
殿
宜
軍
計
ひ
侯
へ
と
有
け
叙
ハ
、

勘
右
衛
門
大
に
悦
ひ
、
帰
宅
之
上
、
濱
町
之
者
淫
風
申
談
。
即
刻
迎
に
っ
か

ハ
し
侯
く
し
と
、
吉
日
を
撰
ひ
、
日
限
等
を
相
極
て
帰
ら
救
け
る
。

斯
一
『
濱
可
頭
立
侯
面
々
に
、
此
旨
物
語
ら
れ
け
枚
は
、
何
も
大
に
悦
ひ

早
ク
迎
に
遣
さ
叙
ょ
、
其
内
に
東
雲
寺
前
に
古
閑
と
云
所
有
を

〃

《

も

７

’
－－＝-トー

、 ｜
~‐ 『

，
●
●
１
‘
●
１
個
．
．
．
●
●
．
．
，
’
●
●
１
１
１
‐
’
‐
~
！
，
“
１
．
１
‐
，
１
１
Ｉ
Ⅱ
‐
＃
二
一
圃
園
囮
■
■
脳
遍
腫
耐
個
個
剛
醒
旧
旧
旧
国

ｌ

ｌ

Ｉ

Ｉ

？
。
Ｐ
■

ゴー

ｌ
１
ｊ
４
１
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｆ
Ｉ
ｆ
１
ｌ
ｈ
卜
ｆ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｊ
ｆ
■
ｆ
１
ｈ
Ｂ
Ｈ
椰
臥
剛
日
田
日
０
８
９
１

Ｆ

●

ｑ


